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          高松市北浜町 8－25 

          TEL 087-825-0350 

          FAX 087-851-0699 
 

ＪＦ香川漁連 

人と魚と海のネットワーク 

香川県漁連ホームページ 
http://www.jf-net.ne.jp/kagyoren/ 

 

 

 

７月１７日（水）午前１０時より第５０回放魚祭

（主催：（一社）香川県水産振興協会、高松市漁業組

合連絡協議会、香川県漁業協同組合連合会、香川県

信用漁業協同組合連合会、（公財）香川県水産振興基

金、協賛：香川県、高松市、直島町）が、西原香川

県副知事、大西高松市長、小林直島町長外水産関係

者約８０名が出席し盛大に開催されました。これか

らの豊漁を祈願してヒラメ３千尾・マダイ３千尾・

メバル１千尾・タケノコメバル５００尾が放流され、

また、事前放流として５月１４日（火）に高松市地

先においてヒラメ２万尾を放流しました。 

式典は、JRホテルクレメント高松で行われ、厳か

な神事のあと主催者を代表して嶋野会長から、「稚

魚愛護・資源管理の精神を当地高松地区から全国に

発信し、豊かな瀬戸内海を蘇らせることを願ってお

ります。」と挨拶がありました。また、来賓を代表し

西原香川県副知事、大山県議会議長の方々から祝辞

をいただき、続いて、香川県立多度津高校海洋生産

科の生徒５名に放流稚魚のお手渡しが行われまし

た。 

 また、式典終了後、放流会場のサンポート高松・

せとシーパレットは、多くの大漁旗で装飾されてお

り、式典出席者と地元瀬戸内保育所の５歳児２２名

が高松市議会十川副議長の合図で稚魚の放流を行い

ました。放流終了後、大漁旗や国旗で装飾を施した

地元漁船９隻をはじめ、多度津高校の実習船「たど

つ」、県有船「やくり」が順次出港し、その後地元地

先に帰り稚魚の放流を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川県水産振興協会 嶋野会長の開会挨拶 

今年度は直島小学校４年生２３名を招待しての水

産教室も実施し、地元高松市、直島町、及び健全な

種苗を提供していただいた香川県、漁協そして業者

の方々の協力を得て開催した放魚祭は、盛況のうち

に無事閉会しました。来年度第５１回放魚祭は中讃

地区において開催予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多度津高校の生徒へ放流稚魚のお手渡し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園児たちと稚魚の放流 

 

 

 

(敬称略) 

屋島漁業協同組合 

 

新任  木 村  博 氏 

（令和元年６月２７日） 

 

退任  宮宇地 季忠 氏 
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７月２０日（土）高松市太田南コミュニティセン

ターにおいて、さぬき海の幸販売促進事業の一環と

して海苔出前教室が開催されました。香川県産海苔

について理解と親しみを深めてもらう目的で開催さ

れ、幼稚園児・小学校児童２３名と保護者が参加し

ました。 

 海苔紹介ＤＶＤを視聴した後、海苔生産者である

（一社）香川県海苔養殖研究会の西口会長から講話

が行われました。ロング海苔巻体験では、焼き海苔

を使用した６．５ｍの海苔巻１本を児童と共に巻き

上げ、試食をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＶＤ視聴と西口会長の講話の様子 

 

 海苔出前教室に参加した子供たちからは、「家でも

作ってみたい」「思ったより簡単だった」という声が

聞こえ、貴重な体験を楽しんでいました。 

海苔は海の大豆と言われるほど、タンパク質が豊

富で、ビタミンやミネラルもバランスよく含まれて

おり、健康に良い食品です。ビタミンＡには免疫機

能アップ、ビタミンＢには疲労回復などの効果があ

りますので、これからの暑い夏を乗り切るためにも

ぜひ香川県産の海苔を食べましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロング海苔巻体験の様子 

 

  

香川県産水産物のＰＲ活動をする「香川おさかな

大使」の最終審査会が６月２７日（木）漁連会館５

階中会議室にて行われました。 

 今年で１１回目を迎える「香川おさかな大使」は、 

さぬき海の幸販売促進事業の一環として募集したも

ので、活動期間は７月１日から来年３月末日までと

なっています。 

書類審査を通過した１０名のうち６人が参加した

最終審査では、嶋野会長ら６名の審査員が面接など

で審査を行いました。個別面接では、応募理由や香

川の水産物について知っていること等についての質

問をし、その後の一斉面接では県魚ハマチの売り込

みや自己 PRを実演してもらい、積極性や明朗性、豊

かな表現力や熱意などを基準に、中谷光里さん（高

松市、大学生）、間島莉夢さん（高松市、大学生）、

塚原あゆみさん（高松市、会社員）の３名が選ばれ

ました。中谷さんは「香川の魚の魅力を県内外にＰ

Ｒしていきたい」、間島さんは「笑顔で明るく大使を

務めていきたい」、塚原さんは「香川の代表として『ま

た会いたいな』と思ってもらえるような大使になり

たい」と抱負を語ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査委員と新大使３名 

中央左から中谷さん、間島さん、塚原さん 

 

また、同日午後１時から開催された、さぬき海の

幸販売促進協議会第１回会議では、令和元年度事業

計画等について協議され、昨年度に引き続いて「さ

ぬき海の幸販売促進事業」に取り組み、ハマチ・ノ

リ・イリコをはじめ、県内水産物の販売促進、販路

拡大を積極的に行うことになりました。 

  

香川のおいしいお

魚を、これからＰＲ

していきます！！ 

海苔のわくわく教室開催 


